
第11回  

年金記録回復委員会  

日   時：平成22年 3月 29日（月）  
18：00～  

場   所：厚生労働省 9F 省議室   



10－03－29  

年金記録問題についての  

最終段階までのエ程を 議論する件について  

（委員長 提案）  

1．委員の一部から、いま予定されています「工程表」に加え、次のような点を、もう少し明示すべきで   

はないのか、とのご意見があります。  

1）記録問題の解明作業は、いつまで続けるのか、いつごろまでに、どうするのか？  

2）どうしても持ち主の判明しない記録や、自分の記録であるはずの記録がどうしても見つからな  

い人は、どうするのか？  

3）新年金制度との関連は、どうなるのか？  

2・そこで、7月頃にこの辺の議論を始め、一定期間後には、当委員会からの幅広い問題提起を致したい   

と存じます。   

7月頃とします理由は、オンライン記録との突合せに必要な「画像データ」の件数なども判明するの   

で、その段階になれば、所要の人数・費用・期間なども、現在よりは鮮明になることが見込まれている   

からであります。  

3・以下は、その議論のためのタタキ台でありますが、本日の資料や、今後も事務局から説明がある予定   

の記録回復関連に関する種々の説明への、チェックシートとしてお使いいただけるよう、予めお配りす   

る次第です。  

（以上）   



年金記録問題についての “最終段階”までのエ程表（委員長私案）   10－03－29  

（注）7月頃に、ご審議願うための、事前配布資料です。  

平成  

22年07月頃  ◎オンライン記録との突合せに必要な  

「画像データ」の件数が判明  

◎現況は、「紙台帳とマイクロフィルム＝約8．5億件」  
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⑤「紙台帳とマイクロフィルム」及び   

「番号払出簿」の画像データと   

わライン記録との突合せを開始   

①国民年金特殊台帳～22年9月末   

②厚生年金・国民年金の  

被保険者名簿の全て～25年度   

③厚生年金基金記録 ～24年度  

22年10月頃  

23年春頃  

㊦全国民への呼びかけ  

（D特別便・定期便の届かない方   

②別名や偽生年月日を使った方   

③「年金が貰えそうもない」と思  

っておられる方  その他  

恒）新「年金個人情報  

システム」にクナレードアッデ  

インターネット基盤の活用による   

①即時照会   

②「私の履歴」入力支援   

③年金見込額の  

試算  

23年秋頃  
l‾‾‾‾‾  ‾‾‾‾‾‾ 「  

：◎国民年金の l  
l  

：保険料納付期間の  

享10年延長法案 施行？  
・国民の意見を伺いながら  

「年金通帳」を実施  

24年春頃  

24年秋頃  

新年金制度の骨格？  

25年春頃  

新年金制度の法案提出・法案成立？  

（※）年金記録一括補償法案（仮称） この法案の提出時期の判断基準は  

（D回復作業の限界費用 ＞ 回復金額の一定倍率   

②国民の年金記録に対する一定率の納得度  など  

（以上）   




